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免疫チェックポイント阻害薬（ICI）が広く用いられるようになってきたが、

免疫関連有害事象として下痢や潰瘍性大腸炎と類似の大腸炎が問題となってい

ます。ステロイドの投与の加療が⾏われますが、難治例/抵抗例もあり最適な加

療法が確立されたとは言えません。また ICI による消化管粘膜上⽪障害の機序

解明も基礎的な検討が必要と思われ、活発な議論の場としたいと存じます。基礎

から臨床まで幅広く多数の応募をお願いします。 


